
TEL:043-276-5111（総合受付 学生サポートセンター） 

月曜日～金曜日：9時15分～17時30分      

土曜日：9時15分～13時、14時～17時30分 

〈日曜日、祝日、年末年始（12/29～1/3）を除く〉 

✯メールによるお問い合わせ先については、 

  システムWAKABAより各担当部署をご確認ください。 
 

     【放送大学ウェブサイト】    https://www.ouj.ac.jp 

       ＞ トップページ上方  在学生（WAKABA）  

       ＞ システムWAKABA（教務情報システム）  

       ＞ キャンパスライフ ＞ 学内FAQ 

TEL:055-251-2238 FAX:055-251-2193 

火曜日～金曜日：9時10分～17時40分（12時～13時 事務室休室） 

〈月曜日、祝日、年末年始、臨時閉所日を除く〉 

〒400-0016 山梨県甲府市武田4-4-37（山梨大学構内） 

https://www.sc.ouj.ac.jp/center/yamanashi/ 
E-mail:yamanashi-sc@ouj.ac.jp 
 

✯山梨学習センター公式X(旧:Twitter)アカウント 

● 放送大学山梨学習センター（在学生向け）  @yamanashi_sc 

● 放送大学山梨学習センター（入学案内）   @ouj_yamanashi 
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｜巻頭言 

｜入学者の集い 

｜単位認定試験 

｜出願・科目登録 

｜システムＷＡＫＡＢＡ 

｜システムＷＡＫＡＢＡ 

｜公開講座 

｜教員だより 

｜事務室より 

｜スケジュール 2024年 7月～9月 

 

 
●学生生活における諸手続き・留意事項について掲載 
 
・ 「学生生活の栞 」               冊子 4月または10月に放送大学本部より送付  

                          PDF 放送大学ウェブサイト トップページ ＞ 在学生（WAKABA） ＞ 学生生活の栞  
 

・ 「山梨学習センター利用の手引」   冊子  4月または10月に学習センターより送付  
                                              PDF 山梨学習センターウェブサイト トップページ『センターのご利用について』下方 
                                                                  

I N D E X  ２０２４．7 

＊甲州弁で「いらっしゃ～い」という意味 

 
●PDF（カラー版）は放送大学山梨学習センターウェブサイトに掲載 

  https://www.sc.ouj.ac.jp/center/yamanashi/ 
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巻 頭 言  

社会に開かれた大学——放送大学との出会い 

       放送大学山梨学習センター客員教授 仲本 康一郎                           

 

 1994年春、私は大学院入学とともに東京ではじめての一人暮らしをすることになった。トイレは

共同、風呂は銭湯と、昭和の面影を残す安アパートでの生活が始まった。四畳半一間の下宿は豊か

とはいえなかったが、「方丈庵」を思わせる質素な生活に私は満足していた。現代的にいえば、ミ

ニマル・ライフを満喫していたわけである。 

放送大学との出会いは、そんな東京での暮らしが落ち着いてきたある日のことだった。その日、

何気なくスイッチを入れたラジオから流れてきたのは、放送大学のラジオ番組「生活学入門」であ

る。講師は、大久保孝治先生（現在、早稲田大学教授）。やさしく丁寧な語り口に思わず引き込ま

れた。 

その日の講義題目は、「寝る」だったように記憶している。 

日本人の毎日の睡眠時間はどれくらいかということにはじまり、私たちはどこで寝るのか、ふだ

んどんな姿勢で寝ているか、電車で居眠りをするかなど、身近な話題をもとに、社会学の手法で日

常生活を次々に分析していくその語りに感心するとともに、新しい未知の世界との出会いを感じ

た。 

なかでも私は、比較文化論を背景とした考察に興味を覚えた。日本の家庭では、子どもは川の字

になって親と同じ部屋で寝るが、西洋では赤ん坊を生後すぐ別室に寝かせる。こうした行動様式の

違いは何を反映しているのか。日本の家庭は子どもを中心とした核家族を基本としているが、西洋

の家庭はあくまで夫婦を単位としており、子どもは独立した個人とみなされる。 

こんな小さな生活様式の違いから、西洋と日本の家族観がみえてくる。面白い！さっそく印刷教

材を購入して目次をめくってみると、「食べる」「着る」「住まう」という衣食住をテーマにした

ものから、「働く」「遊ぶ」「寝る」という生活リズムに関するテーマ、そしてすべての人間が直

面する「老いる」「死ぬ」という人生の課題へとつづいていく。 

それまでの大学や大学院の授業では出会えなかった分野を、丁寧にかつコンパクトに解説してく

れる。専門の論文に注釈を施していくだけの授

業に少々嫌気がさしていた私は、放送大学と出

会うことで、領域にとらわれない幅広い視野を

得ることができた。放送大学のおかげで、「越

境する自由」を得たといっても過言ではない。 

オープン・ユニバーシティ――社会に開かれた

この大学が、これからもさまざまな出会いの場

を提供してくれることを期待しています。 
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 2024年4月7日(日)、「2024年度

第1学期入学者の集い」を山梨学

習センター講義室で挙行しまし

た。村松所長の挨拶に続いて、

放送大学山梨学習センター同窓

会会長の改木紘和様よりご祝辞

をいただきました。また、入学

生代表の深澤佳子さんが入学の

決意を述べられました。 

 本日は、私たち新入生のために「入学者の集い」を開催していただき、誠

にありがとうございます。僭越ではありますが入学生を代表して挨拶をさせ

ていただきます。 

私には、障害を抱えている娘がおります。そのため、今まで沢山の医療従事

者の方や、福祉に携わる方々にお世話になりました。そのおかげで、今は支

援学校へ通い、落ち着いた状態でいられるようになりました。ですが、今の

ように安心して毎日が過ごせるようになるまでは、大変なこともありまし

た。それは娘の病状の変化により障害の表れ方や状態が変わることです。そ

のたびごとのサポートも変えていかなければいけません。娘の心の状態や理解をしてあげたい。苦しく

思っていることや困っていることを何とかしてあげたい。と日々考えておりました。そのため、図書館

で本を借りたり、講演会や勉強会へ足を運び、知識を得たいと思っておりました。 

そのような経緯の中で、放送大学の存在を知り、娘の通院や定期的な検査入院などのある今の生活に

は、通信教育という学び方は私にはとても適していると感じました。高校を卒業してから、30年程たっ

た私にも学びの場が開かれていることは有難いことだと思います。それから、何よりも家族の応援が

あったことで、今回の入学を決意しました。娘のケアをしながらの大学生活となりますが、学びの先に

あるものを信じて、頑張っていきたいと思います。 

先生方をはじめ、職員の皆様、同級生の皆様、どうぞ宜しくお願いいたします。           

 

   令和６年４月７日                     入学生代表  深澤 佳子 

 

入 学 者 の 集 い  

山梨学習センター所属の入学者 教養学部 134名  大学院   16名 

           在学者 教養学部 479名  大学院   25名 （2024年5月1日現在）  
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単 位 認 定 試 験  

2024年度第１学期単位認定試験については、Web受験方式、一部科目については郵送受験方式にて実施しま
す。（「行政学講説（'24）」、「正多面体と素数（'21）」、「日本美術史の近代とその外部（'18）」、
「量子科学（'19）」のみ、郵送受験方式にて実施します。） 

 3.Web 単位認定試験体験版 

Web単位認定試験システム（https://shiken.ouj.ac.jp）内に、Web単位認定試験体験版を公開しています。実

際の受験時にスムーズに操作できるよう、まだ体験版の操作を行っていない方は、 試験期間前までに、受験に

使用する予定の端末から、体験版の操作を必ず行ってください。（操作 マニュアルは Web 単位認定試験シス

テム内に掲載しています。） 

 ※山梨学習センターではWeb単位認定試験体験会を下記のとおり開催しますので、是非ご参加ください。 

 日 時  ： 第1回 令和6年6月27日(木）14:00～16:00 終了 第2回 令和6年7月7日(日）10:00～12:00 

       第3回 令和6年7月7日(日）14:00～16:00     第4回 令和6年7月9日(火）10:00～12:00 

                （全4回ともに内容は全て同じです。空席がある場合、複数回の参加が可能です。） 

参加者数：  各回 ８ 名 

場 所  ：  放送大学山梨学習センター 実習室 

申 込  ：  次の項目を電話、FAX、メール、窓口直接のいずれかでご連絡ください。 

          １．学生番号  ２．氏 名  ３．連絡先電話番号  

          ４．第一希望日時  ５．第二希望日時  ６．第三希望日時 

申込・問合せ先 ： 放送大学山梨学習センター 

              電話 ０５５－２５１－２２３８  FAX ０５５－２５１－２１９３ 

              メール yamanashi-sc@ouj.ac.jp 

4．ログインID・パスワードについて 

システムWAKABA及び単位認定受験システムにアクセスするには、ログインIDとパスワードが必要です。 

パスワードを忘れてしまった場合など、ログインできない方は、本誌P.７を参照してください。 

 試験期間直前～試験期間中は、お問い合わせが集中する可能性があります。 

 ログインID・パスワードの確認、システムの操作確認は、余裕を持って行うようにしてください。 

実施方法 出題形式 試験日程 （郵送試験は提出期間） 

Web試験 

択一式科目 2024年7月14日(日) 9:00～7月22日(月) 17:00 

記述式・併用式科目 2024年7月14日(日) 9:00～7月18日(木) 24:00 

郵送試験 すべての出題形式 2024年7月14日(日)～7月18日(木)≪必着≫ 

1.試験実施期間 

 

 

 

2.試験方法および受験場所 

 ・単位認定試験は、自宅等からインターネットを通じてWeb単位認定試験システムにアクセスし、試験問題閲 

   覧・解答提出を行うWeb受験方式にて実施します。 

 ・自宅にインターネット環境が無い等の理由で自宅等でのWeb受験が困難な学生は、学習センター等において 

   受験します。  ※郵送受験方式で実施する科目は学習センター等では試験を実施しません。  

mailto:yamanashi-sc@ouj.ac.jp


おいでなって Vol.93 2024.7 ５ 

 

出 願 ・ 科 目 登 録  

2024年度第１学期末に学籍が切れる方(卒業・在学期間満了等） 

 ・引き続き学修を希望される方は出願申請をしてください。 
 ・7月中旬継続入学の案内が送付されます（集団入学・共済ご利用・特別聴講学生等一部の方には 
  送付されません。募集要項を放送大学ウェブサイト又は学習センターへご請求ください）。 
 ・初めて全科履修生に出願される方は、出願期間中に証明書類を郵送する必要があります（私書 
  箱必着）。証明書については教養学部募集要項P.13を参照してください。 

出願申請期間 
  ※大学院修士全科、博士全科へ出願の方は募集要項・放送大学ウェブサイトをご覧ください。 

面 接 授 業 を 希 望 す る 方   

システム

WAKABA 

2024年8月15日（木）9時 ～ 8月31日（土）24時 

 （卒業見込みの方は8月下旬卒業確定後） 

面 接 授 業 を 希 望 し な い 方   

システム

WAKABA 

2024年6月10日（月）9時 ～ 2024年9月10日（火）17時 

 （卒業見込みの方は8月下旬卒業確定後） 

郵  送   2024年6月10日（月）～ 2024年9月10日（火）私書箱必着 

その他の方（2024年度第2学期に引き続き学籍のある方）は、科目登録をしてください。 

 ・7月中旬『科目登録申請要項』が送付されます。 
 ・科目登録開始の8日前になっても『科目登録申請要項』などの関係資料が到着しない場合、ある 
  いは紛失した場合は、大学本部にご連絡ください。 
 ・申請期間中、システムメンテナンスのため、一時的にシステムを停止することがありますので、 
  余裕をもって科目登録を行ってください。 
 

科目登録申請期間 

システムWAKABA 2024年8月15日（木）9時 ～ 8月31日（土）24時 

郵   送 2024年8月15日（木）～ 8月30日（金）私書箱必着 

2024年度第2学期の出願・科目登録について 

通 信 指 導  

2024年度2学期から、「Web通信指導による提出」を基本とし、問題冊子の送付はあ
りません。郵送提出科目のみ「郵送提出」により実施します。 

なお、履修科目の通信指導問題は10月上旬に授業共用ファイルにて確認できます。 
                   （システムWAKABA→授業サポート→授業共有ファイル） 

詳しくは7月中旬に送付される科目登録申請要項に同封される案内をご覧ください。 
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シ ス テ ム Ｗ Ａ Ｋ Ａ Ｂ Ａ  

‧ システムWAKABAは、学修をサポートする教務情報システムです。 

‧ システムWAKABAの入口は以下のとおりです。 

‧ (ＰＣ版) トップ上部の「＞在学生」をクリック ⇒「システムWAKABA」をクリック 

‧ (スマホ版)右上のメニューより「＞在学生」をクリック ⇒「システムWAKABA」をクリック 

放送大学ウェブサイト https://www.ouj.ac.jp 

＞在学生 をクリック 
スマートフォンの場合： 

 

画面右上メニューより 

ログイン をクリック 

パスワード を入力 

ログインID を入力 

ログインID：学生番号（ハイフン“-”を除く数字１０桁） 

パスワード：初期設定は 生年月日（西暦８桁） 
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‧ 初期パスワードからご自身で決めたパスワードに必ず変更してください。 

‧ 一定期間内に変更しなければパスワードロックがかかります。 

‧ 再入学の方は以前に自分で決めたパスワードが有効です。 

‧ 以下の条件を満たす任意のパスワードを設定してください。 

＊ 8文字以上であること 

＊ 英字（大小は問わず）が1文字以上、数字が1文字以上含まれていること 

＊ ログイン名をパスワード値に含まないこと 

 

 

 

 

‧ 学生サポートセンター 電話：043-276-5111 

‧ 教務課教務係     メール：kyomuka@ouj.ac.jp 

‧ 所属の学習センター  窓口（学生証提示により本人確認） 

                        電話：055-251-2238（学生番号・氏名・生年月日等により本人確認） 

  受付時間については本誌表紙をご参照ください。 

〇ログインできない方は下記いずれかへご連絡ください。 

 本人確認後、初期パスワードに戻します。 

〇翌朝6時までにご自身で決めたパスワードに変更してください。翌朝6時を過ぎると再びパス
ワードロックされます。 

キャンパスメール をクリック 

 

普段ご利用の携帯電話・スマートフォン等へ自動転送できます。 

キャンパスメール画面の右上    をクリックし、 
 

 設定 ＞ メール転送とPOP/IMAP ＞ 転送先アドレスを追加 
 

詳しくは、システムWAKABA「キャンパスライフ＞学内関連＞附属施
設・情報システム」に掲載のファイル「放送大学学生メール
（Gmail）の自動転送設定方法 」にてご案内しています。 

 

 

キャンパスメール 

パスワード 
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参加費無料、一般の方もご参加いただけます。 事前申し込み制ですが、空席がある場合は当日参加も可能です。  
山梨学習センターウェブサイトにおいても掲載予定です。      ▶ https://www.sc.ouj.ac.jp/center/yamanashi/about/open.html 

 

      お申し込み ： 放送大学山梨学習センター   TEL 055-251-2238 FAX 055-251-2193 E-mail yamanashi-sc@ouj.ac.jp 

公 開 講 座   入 場 無 料 ・ 各 回 定 員 4 0 名

※１：韮崎市立大村記念図書館との共催講座   ※２：山梨県立図書館との共催講座  

〇このほか、2024年11月10日（日）山梨県立図書館２階多目的ホールにて、山梨大学医学部との共催講座を開催予定です。 

日時・場所 テーマ・講師 講義概要 

2024年8月4日(日) 

14:00～15:30 

山梨県立図書館 

2階多目的ホール※2 

『変幻自在 文字の世界』 

 

客員教授  

仲本 康一郎(山梨大学教授) 

文字とは不思議なものです。はじめは簡単な図柄にすぎなかった絵

が、次第に洗練され共通の言語となっていくだけでなく、さらに、マン

ガ、広告表現、詩的言語など、創造的なデザインとして拡がりを持ち

はじめるのですから。この講座では、文字とは何か、それはどのように

して成立し、変容していったのか、そして現在のイマジネーション豊か

な世界を生み出していったのかを考えてみようと思います。 

2024年10月12日（土） 

13:30 ～ 15:00 

韮崎市民交流センター

（ニコリ） 

3階多目的ホール※1 

『日用品に潜むサイエンス』 

 

島 弘幸(山梨大学教授) 

「食品用ラップはなぜくっつくの？」「冷蔵庫はなぜ冷えるの？」「IH

ヒーターで料理できるのはなぜ？」などなど。この公開講座では、身の

回りにある日用品や電化製品の仕組みを、平たい言葉で解説しま

す。普段なにげなく使っている道具のウラには、たくさんのサイエンス

が潜んでいる！・・・そんな驚きと謎解きの90分間を、どうぞお気軽に

お楽しみください。 

2024年12月7日（土） 

14:00～15:30 

山梨県立図書館 

2階多目的ホール※2 

『思春期のこころ～「魔女の宅

急便」から考える』 

 

客員准教授 

田中健史朗(山梨大学准教授) 

「思春期のこころ」に関わることは簡単ではありません。思春期のこころ

の特徴と、大人がどのように関われば良いのかというポイントを「魔女

の宅急便」という物語をもとに解説します。主人公であるキキは一人

前の魔法使いになる修行の旅で思春期の病を発症し，魔法が使えな

くなってしまいます。思春期の病の正体やそのメカニズムについて、J. 

ピアジェの認知発達論や第二次性徴による心理的変化を手がかりに

ご説明させていただきます。 

2025年1月26日（土） 

14:00～15:30 

山梨県立図書館 

2階多目的ホール※2 

『タンパク質：構造が機能を物

語る』 

 

客員教授 

大山 拓次(山梨大学教授) 

私達の体を作る水以外の固形成分の半分またはそれ以上は、タンパ

ク質で出来ています。タンパク質といえば真っ先に筋肉が思い浮かび

ますが、私達の体には何万種類ものタンパク質が存在し、それぞれが

固有の働きを持っています。その働きにはタンパク質分子の立体構

造が重要です。各分子の立体構造と機能の相関は実に巧妙であり、

科学を越えたアートということが出来ます。そんなタンパク質につい

て、立体構造を形成する仕組みと機能の関係を紹介します。 

2025年2月8日（土） 

13:30 ～ 15:00 

韮崎市民交流センター

（ニコリ） 

3階多目的ホール※1 

『温度を測る』 

 

客員准教授 

鳥山 幸司(山梨大学准教授) 

「今年の夏は例年よりも暑かったとか感覚的なことは良く言いますが、

本当に暑かったかどうかは、気温（大気の温度）を定量的な値で示す

ことで判断するかと思います。この温度というものを測る手法には様々

なものがあります。また、温度を測定することは工学的にもとても重要

です。具体的にどのようなものの温度が測定できるのか、またその方

法について紹介していきたいと思います。 

放 送 大 学 同 窓 会 連 合 会 北 関 東 ・ 甲 信 越 地 区 交 流 会 i n 山 梨 講 演 会  

山梨県には大小あわせて300もの様々な美術館・博物館・音楽ホール等の文化関連施設があるといわれています。文化庁の支

援を受け2016年度から3年間にわたり地域アートマネジメント人材育成事業を展開しました。その内容を披露しながら、文化

芸術の面白さ・幅広さ・奥深さを感じていただくとともに、山梨県にある芸術文化関連施設についてご紹介をいたします。 

【日時】2024年9月17日(火)13:00～14:10  【場所】山梨県立図書館2階多目的ホール 

【講師】山梨学習センター所長 村松 俊夫 『山梨から放て！芸術文化のバイブレーション』 

【申込先】放送大学山梨学習センター  TEL 055-251-2238 FAX 055-251-2193 

        E-mail yamanashi-sc@ouj.ac.jp    〇お申込みの際、氏名・連絡先をお知らせください。 
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「 ア セ ス メ ン ト が 必 要 で し ょ う か。」

「ポ ー ト フ ォ リ オ を 活 用 し て は？」

「ルーブリックを作りませんか。」あるとき

私がほとんどなじみのない教育学の話し合い

の場に参加することになってはじめて出会っ

たことばです。同じ日本語を話しているはず

なのに…。ちょっとした居心地の悪さを感じ

た瞬間でした。こうした特定の業界だけに通

用することばは、内輪の連帯感を高めます

が、外部の人間を疎外することもあるんです

ね。  

客員教授  仲本康一郎   

教 員 だ よ り  

あ る日、ある場所で食事をしている、

「小淵沢産のヤーコン」というサラダ

の説明。「◯◯産の△△」って、よくあります

よね。◯◯という場所が△△の名産地であるか

どうかに関わらず、「◯◯産」という表現にな

んとなくの価値を感じてしまう自分がいる気が

します。別の日、とある居酒屋で生搾りレモン

サワーを頼むと、「愛媛産」「カリフォルニア

産」を選べるとのこと。なんとなく「愛媛産」

に反応してしまいます。 そんなこんなで、な

んとなく「◯◯産」の響きに惹かれてしまうわ

けですが、その向こうにある産地の風景・魅力

そのものに思いを馳せながら食を楽しみたいも

のです。       客員准教授 菊地淑人 

い よ い よ、う だ る よ う な 暑 さ の 季

節 に な り ま し た。こ ん な 時 は エ

ア コ ン の き い た 部 屋 で の ん び り と 過 ご し

た い と こ ろ で す が、汗 を か か な い、身 体

を 動 か さ な い と い う の は 身 体 に 良 い も の

なのでしょうか？ 定期的な運動やそれに伴

う発汗はいつの季節でも大切なものなので、

熱いこの時期は、私は明け方の時間にジョギ

ングをしています。この時間は夏の中で最も

涼しい時間帯です。無理なく身体を動かし

て、秋を迎える準備をして行きませんか？  

         客員准教授 鳥山孝司  

子 供 時 代 の 愛 読 書 の 探 偵 小 説 は

「人々が顔を合わせば天気の話

を す る よ う に あ の 怪 盗 の 話 題 を…」と

い う 出 だ し で よ く 始 ま り ま し た。今 は

生 成 系AIが 話 題 で、瞬 時 に 要 約 さ れ た

（お よ そ 正 し い？）情 報 を 得 る の が 魅

力 で す。一 方、私 達 の ス キ ル 獲 得 の 過

程 は 積 み 重 ね を 要 し ま す。私 に お い て

は 放 送 大 学 教 員1年 生、ま だ 慣 れ な い

こ と ば か り で す が「千 里 の 道 も 一 歩 か

ら」の 精 神 で 慌 て ず に 歩 を 進 め、い つ

か「そ れ ら し く」な れ れ ば と 思 い ま

す。        客員教授  大山拓次      

今 月 は パ リ 五 輪 が 開 幕 し ま す。前 回

の 東 京 五 輪 は、近 代 五 輪 史 上 初 め

て の 無 観 客 に よ る 開会 式で、MISIA さ ん の

君が代 に心 動か され た方 も多か った のでは

な い で しょ う か。伴奏 の和 音 進 行な ど に ア

レ ン ジ が施 さ れて いま した が、そ の 前の リ

オ デ ジ ャ ネ イ ロ 五 輪 の 閉 会 式 で の 君 が 代

も、斬新 なア レン ジで 話題 を呼び

ま し た。君 が 代 は、５ つ の音 を 基

に作 られ てい るので、原曲 と異な

る 和 音 を つ け た り、ア レ ン ジ に

よって雰 囲気を 変えたり しやすい

と 考 え られ ま す。パリ 五輪 で は、

君が代 を何回 聴け るで し ょうか。       

    客員准教授   小島千か                        

毎 日泣きながら小学校に登校して

い た 息 子 。 今 で は 少 し 安 定 し

て ， 小 学 校 で の 生 活 は と て も 楽 し い よ

うで す。 環境 が 変化 す るこ と自 体に ス

ト レ ス を 感 じ て い た よ う で す 。 放 送 大

学 の 皆 様 も 新 し い 年 度 の 変 化 に よ っ て

ス ト レ ス を 感 じ て い る の で は な い で

し ょ う か 。 そ れ は 異 常 で は な く ， 自 然

な こ と で す 。 ス ト レ ス を 活 動 の 原 動 力

に す る た め に は ， 今 の 気 持 ち を 誰 か に

話 し た り ， 周 り の 方 の サ ポ ー ト を 得 た

り す る こ と が 有 効 だ と 心 理 学 で は 証 明

されています！ 客員准教授 田中健史朗   
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事 務 室 よ り  

卒業研究ガイダンス 

 2024年6月16日(日)「2025年度卒業研究履修希望者」を対象に「卒業研究ガイダンス」をハイフレック  

 ス（対面・Webによるオンライン）により開催しました。 

 放送大学本部からは、生活と福祉コースの下夷
しもえびす

美幸教授、本部学生課職員 松戸大喜様がお越しくだ    

 さり、「卒業研究申請の手続き」「卒業研究に対する心構え」などたいへん参考になるお話をいただ 

 きました。  

 学習センターやご自宅からの参加者は、8月の申請に向け熱心に耳を傾け、多数の質問がありました。  

 履修希望者には毎年6月から翌年度履修用「卒業研究履修の手引」を配付しています。申請は8月8日か 

 ら15日とまでとタイトなスケジュールとなっています。2025年度履修希望者は山梨学習センターへご 

 連絡ください。2026年度以降履修の参考としたい場合は、システムWAKABA＞キャンパスライフ＞学内 

 関連＞学習案内「【卒業研究】01_卒業研究履修の手引 」から入手してください。また、「【卒業研 

 究】08_卒業研究ガイダンス_参考資料」も参考にしてください。 

放送大学自己学習サイト 

本サイトでは、大学で学ぶために必要な知識や技術を身につけるための自学

自習用のeラーニング教材を開発し、 学生の皆さんに提供しています。 

掲載されている教材はご自由にお使いいただけますので、自己の課題に応じ

て学習を行ってください。  

本教材の学習実績は、ご利用の時期に履修中の科目と同一の教材であって

も、成績判定／単位認定などには一切関係いたしません。 

・ 利用方法はサイト内マニュアルをご確認ください。  

    ■システムWAKABA ＞ 【学内リンク】 放送大学自己学習サイト 

    ▶https://sls.ouj.ac.jp/webclass/ 

教材の例 

・ リメディアル教材（リメディアル化学、リメディアル数学、リメディアル物理、 

  リメディアル生物） 

・ 英語教材（TOEIC実践編、すっきりわかる英文法） 

・ PCスキル教材（C＋＋言語スキル判定、C言語スキル判定、Java言語スキル判 

  定、Linuxスキル判定、 PC入門各種、Word、Excel、PowerPoint、組込み 

  システムスキル判定 等） 

・ その他（アカデミックスキル、学び直す日本語、実践インストラクショナルデザイ 

  ン、SPI・CAB・GAB） 

・ 研修用教材（情報セキュリティ研修、人を対象とした研究の倫理 等） 

・ データサイエンスリメディアル教材 等 

システムWAKABA（教務情報システム）内で 

利用可能な機能の一部をご紹介します。 
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教員推薦図書 

Wi-Fiの利用 

視聴学習・図書室に2024年度配置の推薦図書として、次の図書が配架予定となっております。 
閲覧の際は視聴学習・図書室内にてご利用ください。 

 ＊2024年度配置予定の推薦図書は、2023年度時点における所長及び客員教員の推薦によるものです。 

 

 
21世紀に読む「種の起原」/デイヴィッド・N・レズニック(著), 垂水雄二(翻訳) 

実物で学ぶしかけ絵本の基礎知識 POP UP/デビッド・A. カーター (著), ジェームス ダイアズ(著) 

ポップアップの作り方/ポール ジャクソン(著) 

しかけ絵本の基礎知識 実技編〈1〉平行折り・斜折り/菊地清(著), わくはじめ(著) 

ABC3D―ポップアップ見本帖/マリオン バタイユ(著) 

増補改訂版かんたん楽しい手づくりカード/やまもとえみこ(著) 

しかけ絵本の作り方〈パート1〉/ジェーン アービン(著) 

しかけ絵本の作り方〈パート2〉/ジェーン アービン (著) 

しかけ絵本の基礎知識 プルタブ 基本と応用/こづま美千子(著), わくはじめ(著) 

フェルメールの絵画空間：図学から読み解く/佐藤紀子(著） 

「観光まちづくり」のための地域の見方・調べ方・考え方/國學院大學地域マネジメント研究センター 

風景をつくるごはん: 都市と農村の真に幸せな関係とは/真田純子 

Foodscape フードスケープ: 図解 食がつくる建築と風景/正田智樹 

「美食地質学」入門～和食と日本列島の素敵な関係/巽好幸 

造景2019/八甫谷邦明(クッド研究所）  造景2020/八甫谷邦明(クッド研究所） 

造景2021/八甫谷邦明(クッド研究所）  造景2022/八甫谷邦明(クッド研究所） 

造景2023/八甫谷邦明(クッド研究所）   

 申請することにより山梨学習センター内で通信費の負担なくWi-Fi（無線LAN）を利用することができま 
 す。 

‧ 申請方法は冊子「2024年度山梨学習センター利用の手引」または山梨学習センターウェブサイトトッ

プページ『センターのご利用について』 下部「2024年度センター利用の手引.pdf」P.12をご覧くだ
さい。 

‧ 有効期限は在学期間の末日までです。再入学の際は再度申請していただくようお願いします。 

（以前に取得したID・パスワードは使用不可となります。） 

‧ 申請者ご自身にてスマートフォン・パソコン等の設定を行っていただくようお願いします。 

‧ 他の学習センターにおいても、同じID及びパスワードを使用してインターネットに接続が可能です。 

入学生募集 

  ただいま、2024年度第２学期入学生を募集しています！ 

 お知り合いに放送大学に興味をお持ちの方がいらっしゃいましたら、お名前、 

 ご住所をお知らせいただけましたら募集要項をお送りいたします。 

 また、予約制で学習相談も承っています。 

 ご紹介を受けた方が入学された場合、紹介を行っていただいた方に図書カードをプレゼントして  

 います。 



 7月  8月  9月 
1 月 閉所日 1 木   1 日  

2 火  2 金   2 月 閉所日 

3 水  3 土  3 火  

4 木   4 日 公開講座（山梨県立図書館） 4 水   

5 金   5 月 閉所日 5 木   

6 土 
面接授業 

公開講座(山梨県立図書館) 
6 火  6 金   

7 日 
面接授業 

Web単位認定試験体験会 
7 水   7 土 閉所日(山梨大学西Ｃ停電) 

8 月 閉所日 8 木  8 日  

9 火 Web単位認定試験体験会 9 金   9 月 閉所日 

10 水  10 土   10 火 (第2学期)出願受付締切 

11 木   11 日 閉所日(山の日) 11 水   

12 金   12 月 閉所日 12 木   

13 土 面接授業 13 火 臨時閉所日 13 金   

14 日 
面接授業 

単位認定試験開始 
14 水 臨時閉所日 14 土   

15 月 閉所日(海の日) 15 木 臨時閉所日 15 日  

16 火  16 金 臨時閉所日  16 月 閉所日(敬老の日) 

17 水  17 土   17 火  

18 木 

単位認定試験終了   

  記述・併用式締切 

  郵送試験締切（必着） 

18 日  18 水   

19 金   19 月 閉所日 19 木   

20 土   20 火  20 金   

21 日   21 水   21 土   

22 月 

閉所日 

単位認定試験終了 

  択一式締切 

22 木   22 日 閉所日(秋分の日) 

23 火  23 金   23 月 閉所日 

24 水  24 土   24 火  

25 木   25 日  25 水   

26 金   26 月 閉所日 26 木   

27 土 就職支援セミナー 27 火  27 金  

28 日   28 水   28 土   

29 月 閉所日 29 木  29 日 
学位記授与式・入学者の集

い(山梨ＳＣ) 

30 火  30 金 
(第2学期)科目登録受付 

締切/郵送 
30 月 閉所日 

31  水    31 土 

(第2学期)出願/面接授業 

希望者・科目登録受付   

締切/Web 

      

‧ 学習相談、証明書発行は事前にご連絡をお願いします。 

‧ 来所の際は入館票の記入及び提出、学生証の提示をお願いします。 

‧ 予定は変更となる場合があります。最新情報はウェブサイト等でご確認ください。 

スケジュール ２０２４年 7月～9月  

出

題

形

式

に

よ

り

異

な

る 


